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南

関

町

な
ん

か
ん

ま
ち

（役 場）

一 
 

概

況

 
 

熊
本
県
の
北
西
端
に
位
置
し
、
東
は
和
水
町
、
西
は
福
岡
県
大
牟
田
市
、
荒
尾
市
、
南
は
玉

名
市
、
和
水
町
、
北
は
福
岡
県
み
や
ま
市
に
接
す
る
、
人
口
一
〇
、
五
六
四
（
平
成
二
二
年
国

勢
調
査
）
、
面
積
約
六
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町
で
あ
る
。
町
内
に
は
二
城
山
、
小
岱
山
、
大

津
山
な
ど
が
連
な
っ
て
そ
の
間
を
関
川
、
菊
池
川
の
支
流
で
あ
る
内
田
川
が
流
れ
、
そ
れ
ら
に

沿
っ
て
耕
地
を
形
成
し
て
い
る
。

 
 

産
業
は
、
農
業
が
中
心
で
、
中
で
も
米
作
の
割
合
が
高
く
、
水
田
が
耕
地
面
積
の
五
五
％
を

占
め
、
南
関
米
は
県
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
林
産
物
タ
ケ
ノ
コ
の
生
産
も
あ
る
。

工
業
で
は
工
業
団
地
な
ど
に
地
場
の
セ
メ
ン
ト
瓦
製
造
、
製
材
、
チ
ッ
プ
な
ど
の
ほ
か
自
動
車

部
品
、
金
属
製
品
製
造
業
な
ど
の
工
場
が
進
出
し
て
い
る
。

 
 

元
来
こ
の
地
域
は
、
松
風
の
関
ま
た
は
南
の
関
と
称
さ
れ
る
関
所
を
有
す
る
交
通
の
要
衝
に

あ
り
、
現
在
も
、
国
道
四
四
三
号
が
町
北
東
部
を
貫
通
す
る
ほ
か
、
福
岡
県
境
付
近
に
は
九
州

自
動
車
道
南
関
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
有
し
、
県
北
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

北
西
部
の
一
角
に
は
、
温
泉
な
ど
を
備
え
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
進
出
し
て
い
る
。
名
所
旧

跡
と
し
て
は
、
嘉
永
五
年
に
完
成
し
、
藩
主
が
参
勤
交
代
す
る
時
や
領
内
巡
視
の
際
に
休
憩
、

宿
泊
し
、
昭
和
三
年
に
、
南
関
町
ゆ
か
り
の
北
原
白
秋
の
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
た
、
国
指
定
史

跡
、
豊
前
街
道
南
関
御
茶
屋
跡
、
県
指
定
文
化
財
の
小
代
焼
古
窯
跡
を
中
心
に
整
備
さ
れ
た
、

古
小
代
の
里
公
園
、
平
家
物
語
に
登
場
す
る
「
大
津
山
の
関
」
や
、
山
頂
に
は
、
中
世
の
山
城

跡
「
つ
づ
ら
獄
城
（
大
津
山
城
）
跡
」
を
有
す
る
大
津
山
公
園
、
北
原
白
秋
生
誕
地
な
ど
が
あ

る
。
白
秋
生
誕
地
は
、
彼
の
母
の
実
家
で
、
こ
の
地
で
数
多
く
の
詩
歌
が
生
ま
れ
た
。

 
 

こ
の
ほ
か
特
産
品
と
し
て
は
、
手
打
ち
南
関
そ
う
め
ん
、
南
関
あ
げ
、
黒
棒
な
ど
の
食
品
や
、

小
代
焼
や
竹
細
工
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

 
 

こ
の
町
の
地
域
は
、
奈
良
時
代
に
は
「
大
水
郷
（
お
お
む
つ
ご
う
）
」
と
呼
ば
れ
、
駅
家
（
う

ま
や
）
が
お
か
れ
た
。
平
安
時
代
に
は
荘
園
が
で
き
「
白
間
野
荘
の
大
津
山
の
関
」
な
ど
と
い

わ
れ
て
い
た
が
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
史
料
に
は
、「
南
の
関
」
と
い
う
名
称
が
見
え
て
い
る
。

明
治
二
二
年
の
合
併
の
際
、
新
町
名
を
「
南
関
町
」
と
し
た
が
、
昭
和
三
〇
年
の
五
か
町
村
合

二 
 

町
名
の
由
来



併
に
際
し
て
も
、
関
係
住
民
か
ら
公
募
し
た
名
称
の
中
で
、
住
民
に
最
も
親
し
ま
れ
、
関
係
五

か
町
村
も
南
関
郷
と
し
て
行
政
的
伝
統
を
有
す
る
こ
と
か
ら
「
南
関
」
を
選
ん
で
「
南
関
町
」

と
し
た
。

 
 

平
成
一
二
年
三
月
に
県
が
策
定
し
た
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
に
お
い
て
は
、
南
関
町
、
菊
水

町
、
三
加
和
町
の
組
合
せ
が
合
併
パ
タ
ー
ン
と
し
て
示
さ
れ
た
が
、
南
関
町
は
、
他
の
二
町
と

共
に
、
玉
名
市
を
軸
と
し
た
合
併
協
議
に
参
加
し
、
任
意
協
議
会
、
法
定
協
議
会
に
お
け
る
検

討
を
続
け
た
。

 
 

玉
名
郡
市
一
市
八
町
の
合
併
協
議
が
休
止
し
た
後
は
、
南
関
町
は
玉
名
市
を
軸
と
し
た
合
併

枠
組
み
を
志
向
し
、
枠
組
み
が
具
体
化
し
つ
つ
あ
っ
た
玉
名
郡
市
一
市
三
町
に
対
し
参
加
を
申

し
入
れ
た
が
、「
町
内
の
総
意
」
を
も
っ
て
申
し
入
れ
る
よ
う
、
逆
に
要
請
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

南
関
町
議
会
や
住
民
に
対
す
る
説
明
が
行
わ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
方
向
性
の
一
本
化
に
至
ら

ず
、
南
関
町
は
一
市
三
町
へ
の
参
加
を
断
念
、
こ
れ
に
よ
り
合
併
特
例
法
期
限
内
の
合
併
に
向

け
た
機
運
は
そ
の
ま
ま
終
息
し
た
。（
第
二
編
「
荒
尾
・
玉
名
地
域
」
参
照
）

三 
 

平
成
の
合
併
検
討
経
緯

四 
 

昭
和
以
前
の
合
併
検
討
経
緯

１ 
 

終
戦
後
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

南

関

町

賢

木

村

大

原

村

坂

下

村

米

富

村

南

関

町

南

関

町

（
昭
三
〇
・
四
・
一
新
設
）

（
昭
三
一
・
一
・
一
境
界
変
更
）

大
字
三
津
川
を
玉
名
市
へ
分
離

（
市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
終
戦
時
に
か
け
て
の
状
況
）

市

制

・

町
村
制
前

市

制

・

町

村

制

後

終

戦

ま
で

終

戦

時

関

町

関

村

関
外
目
村

関

東

村

関

下

村

細

永

村

久

重

村

上
長
田
村

今

村

宮

尾

村

長

山

村

細

永

村

豊

永

村

高
久
野
村

肥

猪

町

肥

猪

村

相

谷

村

小

原

村

豊

永

村

上
坂
下
村

下
坂
下
村

四
津
原
村

三
津
川
村

字
赤
坂
お

よ
び
庄
寺

を
除
く
。

（

）

字
赤
坂

お
よ
び

庄
寺

（

））

旧
安
原
村

お
よ
び
字

永
浦
組

（
旧
安
原
村
お

よ
び
字
永
浦

組
を
除
く
。

（

）

南

関

町

南

関

町

賢

木

村

賢

木

村

大

原

村

大

原

村

坂

下

村

坂

下

村

米

富

村

米

富

村

（
明
二
二
・
四
・
一
新
設
）

（
明
二
二
・
四
・
一
新
設
）

（
明
二
二
・
四
・
一
新
設
）

（
明
二
二
・
四
・
一
新
設
）

（
明
二
二
・
四
・
一
新
設
）
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（
一
） 

南
関
町 

旧
藩
時
代
に
は
、
国
境
の
備
え
の
た
め
当
地
に
番
所
が
置
か
れ
、
軍
事
、
政
治
上
の
要
所

と
し
て
発
達
し
、
坂
下
村
を
除
き
、
南
関
郷
一
円
が
南
関
手
永
に
属
し
て
い
た
。 

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
版
籍
奉
還
の
と
き
、
玉
名
郡
は
、
手
永
制
を
廃
止
し
て
上
下
二

区
に
分
け
ら
れ
、
上
区
の
役
所
が
南
関
に
設
け
ら
れ
た
。
七
年
の
改
正
大
小
区
制
の
も
と
で

は
、
関
町
、
関
村
、
関
外
目
村
、
関
東
村
、
関
下
村
は
第
八
大
区
第
三
小
区
に
、
庄
寺
村
、

赤
坂
村
は
第
六
小
区
に
属
し
た
。
そ
の
後
庄
寺
村
、
赤
坂
村
お
よ
び
安
ノ
原
村
の
一
部
が
合

併
し
細
永
村
と
な
っ
た
。
一
二
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
、
本
町
の
地
域
は
、

四
つ
の
行
政
区
域
に
分
か
れ
、
関
町
は
単
独
で
、
関
東
村
お
よ
び
関
外
目
村
、
関
村
お
よ
び

関
下
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
か
村
で
、
ま
た
細
永
村
は
豊
永
村
と
二
か
村
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
行

政
区
域
と
さ
れ
て
戸
長
役
場
の
統
治
下
に
置
か
れ
た
。
一
七
年
に
、
関
町
、
関
村
、
関
下
村
、

関
外
目
村
お
よ
び
関
東
村
が
一
行
政
区
域
に
改
め
ら
れ
た
が
、
二
二
年
の
町
村
制
施
行
に
と

も
な
い
、
こ
の
五
か
町
村
と
細
永
村
の
一
部
が
合
併
し
て
南
関
町
と
な
っ
た
。 

（
二
） 

賢
木
村 

南
関
郷
に
あ
っ
て
、
旧
藩
時
代
は
南
関
手
永
に
属
し
て
い
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

の
改
正
大
小
区
制
で
は
、
南
関
郷
は
第
八
大
区
に
編
入
さ
れ
、
本
村
の
地
域
は
第
五
、
第
六

お
よ
び
第
一
〇
小
区
に
分
か
れ
て
い
た
。一
二
年
郡
区
町
村
編
制
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
も
、

本
村
地
域
は
三
つ
の
行
政
区
域
に
分
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
久
重
村
、
上
長
田
村
は
二
か
村

で
、
宮
尾
村
、
今
村
、
長
山
村
、
高
久
野
村
は
四
か
村
で
、
豊
永
村
、
細
永
村
は
二
か
村
で

そ
れ
ぞ
れ
一
行
政
区
域
を
形
成
し
、
戸
長
役
場
が
設
け
ら
れ
た
が
、
一
七
年
の
行
政
区
域
の

修
正
に
よ
り
、
豊
永
、
細
永
の
両
村
を
除
く
前
記
六
か
村
が
一
行
政
区
域
と
な
り
、
二
二
年

の
町
村
制
施
行
の
際
こ
の
六
か
村
と
豊
永
村
お
よ
び
細
永
村
の
一
部
が
合
併
し
て
賢
木
村
と

な
っ
た
。 

（
三
） 

大
原
村 

肥
猪
町
、
肥
猪
村
、
相
谷
村
、
小
原
村
の
地
域
は
東
郷
荘
に
あ
り
、
豊
永
村
の
地
域
は
臼

間
荘
に
あ
っ
て
、
旧
藩
時
代
は
南
関
手
永
に
属
し
て
い
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改

正
大
小
区
制
で
は
白
川
県
第
八
大
区
第
六
小
区
と
な
っ
た
。
一
二
年
、
郡
区
町
村
編
制
法
が

施
行
さ
れ
た
と
き
、
こ
の
四
か
町
村
は
一
行
政
区
域
を
形
成
し
、
戸
長
役
場
の
統
治
を
受
け

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
二
二
年
の
町
村
制
施
行
に
と
も
な
い
、
豊
永
村
の
一
部
を
加
え
て
五

か
村
が
合
併
し
、
大
原
村
と
な
っ
た
。 

（
四
） 

坂
下
村 

中
世
臼
間
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
細
川
氏
の
所
領
に
な
っ
て
、
坂
下
手
永
が
設
け
ら

れ
、
河
野
氏
が
惣
庄
屋
と
な
り
、
上
坂
下
、
下
坂
下
に
庄
屋
を
置
い
た
。 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改
正
大
小
区
制
の
も
と
で
は
、
第
八
大
区
第
五
小
区
に
属
し

た
が
、
一
二
年
の
郡
区
町
村
編
成
法
の
施
行
に
よ
り
上
坂
下
、
下
坂
下
の
両
村
は
一
行
政
区

域
と
な
り
、
戸
長
役
場
の
下
に
お
か
れ
、
そ
の
後
行
政
区
域
の
変
更
は
な
く
、
二
二
年
の
町

村
制
施
行
に
際
し
、
両
村
が
合
併
し
て
坂
下
村
と
な
っ
た
。 

（
五
） 

米
富
村 

旧
藩
時
代
は
、
川
床
、
福
山
、
石
尾
、
南
田
原
、
上
田
原
、
柿
原
、
田
原
の
七
か
村
か
ら

な
っ
て
い
た
が
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改
正
大
小
区
制
の
も
と
で
は
第
八
大
区
第
五

小
区
に
属
し
、
川
床
、
福
山
、
石
尾
が
合
併
し
て
三
津
川
村
に
、
田
原
、
南
田
原
、
上
田
原
、

柿
原
が
合
併
し
て
四
津
原
村
に
な
っ
た
。
一
二
年
、
郡
区
町
村
編
成
法
の
施
行
に
よ
り
、
三

津
川
、
四
津
原
の
両
村
は
一
つ
の
行
政
区
域
と
さ
れ
、
同
一
戸
長
役
場
が
置
か
れ
た
が
、
二

二
年
の
町
村
制
の
施
行
に
と
も
な
い
両
村
は
合
併
し
て
米
富
村
と
な
っ
た
。 

 

２ 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯 

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
九
月
、
町
村
合
併
促
進
法
が
制
定
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
、
関

係
各
町
村
に
お
い
て
は
、
有
識
者
、
各
種
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
合
併
推
進
委
員
会
を
設
け
、

合
併
の
推
進
を
図
っ
た
。
南
関
郷
八
か
町
村
（
南
関
、
賢
木
、
大
原
、
坂
下
、
米
富
、
神
尾
、

緑
、
春
富
）
は
、
古
く
か
ら
政
治
的
、
経
済
的
に
も
つ
な
が
り
が
強
く
、
学
制
改
革
に
と
も
な

い
組
合
を
設
置
し
て
南
関
実
業
補
習
学
校
を
経
営
す
る
な
ど
深
い
関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
郷
を

一
体
と
し
た
町
村
合
併
を
希
望
す
る
機
運
が
相
当
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
年
一
一
月
、
県
は
、

東
部
三
か
村
（
神
尾
村
、
春
富
村
、
緑
村
）
合
併
、
西
部
五
か
町
村
（
南
関
町
、
賢
木
村
、
大

原
村
、
坂
下
村
、
米
富
村
）
合
併
試
案
を
発
表
し
た
の
で
、
こ
の
県
試
案
に
基
づ
き
、
ま
ず
、

東
部
三
か
村
合
併
の
協
議
が
進
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。 

そ
の
た
め
、
西
部
五
か
町
村
も
合
併
に
動
き
だ
し
、
二
九
年
九
月
一
日
、
南
関
町
ほ
か
四
か

村
合
併
促
進
委
員
会
を
結
成
し
、
合
併
条
件
等
を
決
定
の
う
え
、
翌
三
〇
年
四
月
一
日
、
南
関

町
が
発
足
し
た
。
な
お
、
米
富
村
大
字
三
津
川
部
落
は
、
地
理
的
、
経
済
的
条
件
か
ら
玉
名
市

と
密
接
な
関
係
を
有
し
、
新
南
関
町
が
発
足
す
る
際
に
も
、
三
津
川
地
区
住
民
は
玉
名
市
編
入

を
希
望
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
三
〇
年
七
月
一
四
日
、
住
民
投
票
を
実
施
し
た
結
果
、
三
分

−1116−−1117−



の
二
以
上
の
者
が
玉
名
市
編
入
を
希
望
し
た
の
で
、
両
市
町
当
局
は
、
境
界
変
更
は
や
む
を
え

な
い
と
認
め
、
同
年
一
一
月
二
日
、
両
市
町
議
会
に
お
い
て
、
三
一
年
一
月
一
日
か
ら
境
界
を

変
更
す
る
旨
の
議
決
を
し
た
。

３ 
 

合
併
条
件
及
び
協
定
事
項

 

南
関
町
ほ
か
四
か
町
村
の
合
併

（
一
） 

 

合
併
の
形
式　

南
関
町
、
賢
木
村
、
大
原
村
、
坂
下
村
及
び
米
富
村
を
合
併
す
る
。

（
二
） 

 

実
施
の
時
期　
　

昭
和
三
〇
年
四
月
一
日

（
三
） 

 

新
町
名　
　

町
名
は
、
「
南
関
町
」
と
す
る
。

（
四
） 

 

役
場
の
位
置

 
 

将
来
の
人
口
動
態
、
交
通
の
便
そ
の
他
を
考
慮
し
て
そ
の
ほ
ぼ
中
央
の
位
置
に
新
築
移

転
す
る
ま
で
、
玉
名
郡
南
関
町
大
字
関
町
一
、
四
〇
七
番
地
に
仮
庁
舎
を
置
く
。

 
 

本
庁
舎
建
築
費
と
し
て
、
新
町
の
当
初
予
算
の
歳
出
総
額
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
毎
年
積

立
て
る
。

 
 

賢
木
村
、
大
原
村
、
坂
下
村
、
米
富
村
役
場
に
置
き
、
名
称
は
そ
れ
ぞ
れ
賢
木
支
所
、
大

原
支
所
、
坂
下
支
所
、
米
富
支
所
と
す
る
。

 
 

戸
籍
、
配
給
、
諸
証
明
、
徴
税
納
入
に
関
す
る
事
務
な
ら
び
に
国
民
健
康
保
険
及
び
農

業
委
員
会
に
関
す
る
事
務
の
一
部

 
 

定
数
は
二
六
人
と
し
、
町
村
合
併
の
際
、
関
係
町
村
の
議
会
議
員
で
新
町
の
議
会
議
員
の

被
選
挙
権
を
有
す
る
も
の
は
、
昭
和
三
〇
年
四
月
二
二
日
ま
で
引
き
続
き
新
町
の
議
会
議
員

と
し
て
在
任
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

合
併
後
最
初
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
限
り
、
各
町
村
を
区
域
と
す
る
選
挙
区
を
設
け
る
も

の
と
す
る
。

 
 

各
選
挙
区
議
員
の
定
数
は
、
各
町
村
の
人
口
割
を
す
る
。
た
だ
し
、
端
数
の
大
き
い
順

に
定
員
に
達
す
る
ま
で
順
次
切
り
上
げ
る
。

 
 

促
進
法
第
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
委
員
の
数
を
選
挙
に
よ
る
委
員
三
〇
人
、
推
せ
ん

に
よ
る
委
員
五
人
と
し
、
任
期
を
昭
和
三
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
し
、
引
き
続
き
在
任

す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

促
進
法
第
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
任
期
を
昭
和
三
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
し
、

引
き
続
き
在
任
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

関
係
町
村
間
の
給
与
の
不
均
衡
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
す
み
や
か
に
適
当
な
方
法
に
よ

り
調
整
す
る
。

 
 

合
併
後
一
か
年
以
内
に
退
職
す
る
職
員
に
対
し
て
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
退
職
手
当
を

支
給
す
る
。

 
 

合
併
後
三
か
月
以
内
の
退
職
者
に
対
し
て
は
、
退
職
当
時
の
給
料
月
額
の
一
〇
〇
分

の
一
八
〇
に
勤
務
年
数
を
乗
じ
た
金
額

 
 

合
併
後
六
か
月
以
内
の
退
職
者
に
対
し
て
は
、
退
職
当
時
の
給
料
月
額
の
一
〇
〇
分

の
一
六
○
に
勤
務
年
数
を
乗
じ
た
金
額

 
 

合
併
後
一
か
月
以
内
の
退
職
者
に
対
し
て
は
、
退
職
当
時
の
給
料
月
額
の
一
〇
〇
分

の
一
三
〇
に
勤
務
年
数
を
乗
じ
た
金
額

 
 

合
併
関
係
町
村
の
所
有
す
る
財
産
は
、
新
町
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
米

富
村
の
所
有
す
る
左
記
財
産
に
つ
い
て
は
、
財
産
区
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

１２
（
五
）
１ 

 

役
場
支
所
及
び
名
称

２ 
 

支
所
で
行
う
事
務

３ 
 

支
所
の
定
員

（
六
） 

 

町
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期

（
七
） 

 

町
議
会
議
員
の
選
挙
区
及
び
定
数

２
（
八
） 

 

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
及
び
定
数

（
九
） 

 

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
期

（
一
〇
） 

 

合
併
関
係
町
村
の
職
員
の
身
分
取
扱
い

 
 

１ 
 

職
員
は
全
員
継
承
す
る
。

 
 

２ 
 

職
員
の
勤
務
年
数
は
継
承
す
る
。

３４
アイウ

 
 

５ 
 

特
別
職
に
つ
い
て
は
別
に
考
慮
す
る
。

（
一
一
） 

 

助
役
の
定
数 

 
 
 

一
人
と
す
る
。

（
一
二
） 

 

嘱
託
員
の
設
置 

 
 
 

当
分
、
現
在
の
ま
ま
と
す
る
。

（
一
三
） 

 
資
産
及
び
負
債

１１
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区

分

職

員

使

丁

賢

木

大

原

坂

下

米

富

計

九

七

七

六

二
九



村

名

米
富
村

　

〃

　

〃
合

計

大

字

四
津
原

　

〃
三
津
川

字
小
代

小
代

小
代

地

番

三
一
六
八
の
二
〇
七

三
一
六
九
の
三
四
六

五
四
七
四
の
二
二
六

地

目

山

林

山

林

山

林
　

面

積

二
九

町
四

反
七

畝
七

歩

一

反
七

畝
二
三

歩

一
一

町
五

反

四
一

町
一

反
五

畝

備

考

 
 

公
共
事
業
に
よ
る
負
債
は
、
全
部
新
町
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
昭
和
二

九
年
度
元
利
償
還
は
、
合
併
前
に
償
還
す
る
。

 
 

合
併
関
係
町
村
に
お
け
る
滞
納
税
は
、
各
町
村
に
お
い
て
滞
納
処
分
し
、
や
む
を
え
な

い
分
の
み
新
町
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

 
 

合
併
関
係
町
村
に
あ
る
機
械
器
具
は
現
状
の
ま
ま
と
し
、
逐
次
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
等
の

購
入
を
な
し
、
消
防
力
の
充
実
整
備
を
は
か
る
。

 
 

合
併
関
係
町
村
の
字
名
は
、
現
在
の
大
字
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
南
関
町
細
永
を

北
細
永
、
賢
木
村
細
永
を
南
細
永
と
し
、
大
原
村
豊
永
を
東
豊
永
、
賢
木
村
豊
永
を
西
豊
永

と
す
る
。

校
を
第
三
小
学
校
、
坂
下
小
学
校
を
第
四
小
学
校
、
米
富
小
学
校
を
第
五
小
学
校
と
呼

称
す
る
。

 
 

統
合
整
備
費
と
し
て
新
町
の
当
初
予
算
の
歳
出
総
額
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
昭
和
三
七

年
度
に
実
施
す
る
目
的
で
毎
年
積
立
て
る
。

 
 

名
称
は
、
南
関
中
学
校
を
第
一
中
学
校
、
賢
木
中
学
校
を
第
二
中
学
校
、
大
原
中
学

校
を
第
三
中
学
校
、
岱
北
中
学
校
を
第
四
中
学
校
と
呼
称
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 

五
か
町
村
合
併
後
、
米
富
村
の
う
ち
行
政
区
域
の
変
更
を
希
望
す
る
部
落
に
つ
い

て
は
、
希
望
す
る
時
期
に
そ
の
変
更
を
認
め
る
。

２３
（
一
四
） 

 

消
防
団
の
統
合

 
 

１ 
 

各
町
村
消
防
団
を
統
合
し
、
次
の
と
お
り
編
成
す
る
。

 
 
 
 
 
 

団
長
一
人
、
副
団
長
五
人
（
各
町
村
よ
り
一
人
ず
つ
）

 
 
 
 
 
 

分
団
長
三
二
人
（
各
町
村
の
分
団
を
そ
の
ま
ま
と
す
る
。）

 
 

２ 
 

分
団
番
号
は
、
南
関
、
賢
木
、
大
原
、
坂
下
、
米
富
の
順
に
一
連
と
お
し
番
号
と
す
る
。

（
一
五
） 

 

徴
税
の
賦
課 

 
 
 

均
一
課
税
と
す
る
。

（
一
六
） 

 

字
名

（
一
七
） 

 

国
民
健
康
保
険 
 
 
 

国
民
健
康
保
険
は
、
統
合
し
て
実
施
す
る
。

（
一
八
） 

 

小
学
校
、
中
学
校
そ
の
他
の
教
育
文
化
施
設
の
統
合
整
備

 
 

１ 
 

教
育
委
員
会
事
務
局
の
設
置 

 
 
 

役
場
内
に
置
く
。

 
 

２ 
 

小
学
校
の
設
置 

 
 
 

現
在
の
ま
ま
と
す
る
。

 
 

３ 
 

小
学
校
校
舎
の
増
、
改
、
新
築
の
方
針 

 
 
 

年
次
計
画
に
よ
り
改
築
す
る
。

 
 

４ 
 

小
学
校
の
校
区
及
び
名
称

 
 
 
 

ア 
 

校
区
は
、
現
在
の
ま
ま
と
す
る
。

 
 
 
 

イ 
 

名
称
は
、
南
関
小
学
校
を
第
一
小
学
校
、
賢
木
小
学
校
を
第
二
小
学
校
、
大
原
小
学

 
 

既
設
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
将
来
必
要
に
応
じ
各
町
村
内
に
そ
れ
ぞ
れ
一
か
所
設
置

す
る
。

５ 
 

中
学
校
の
位
置 

 
 
 

当
分
、
現
在
の
ま
ま
と
す
る
。

６ 
 

中
学
校
校
舎
の
増
、
改
、
新
築
の
方
針

 
 
 
 

昭
和
三
〇
年
度
に
第
三
中
学
校
（
九
三
坪
）
を
新
築
す
る
。

７ 
 

中
学
校
の
地
区
及
び
名
称

 
 

ア 
 

校
区
は
、
当
分
現
在
の
ま
ま
と
し
、
将
来
す
み
や
か
に
統
合
整
備
す
る
。

 
 

８ 
 

公
民
館
の
統
合
整
備 

 
 
 

統
合
す
る
。

（
一
九
） 

 

火
葬
場
の
位
置

 
 
 
 

早
急
に
完
備
し
た
火
葬
場
を
一
か
所
設
置
す
る
ま
で
、
現
在
の
ま
ま
と
す
る
。

（
二
〇
） 

 

総
合
病
院
お
よ
び
診
療
所
の
設
置

 
 

１ 
 

総
合
病
院
を
適
当
な
場
所
に
設
置
す
る
。

 
 

２ 
 

診
療
所
を
米
富
村
に
設
置
す
る
。

（
二
一
） 

 

授
産
場
お
よ
び
保
育
所
の
設
置

（
二
三
） 

 

次
の
団
体
の
早
期
統
合
を
あ
っ
せ
ん
す
る
。

 
 
 
 

農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済
組
合
、
婦
人
会
、
青
年
団
、
そ
の
他

 
 

三
津
川
地
区
の
玉
名
市
と
の
境
界
変
更

（
一
） 

 
境
界
変
更
の
時
期 

 
 
 

昭
和
三
一
年
一
月
一
日
と
す
る
。

（
二
）
財
産
区
の
管
理
方
法

 
 
 
 

三
津
川
、
四
津
原
部
落
の
協
定
趣
旨
を
尊
重
し
、
法
的
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
三
） 

 

学
校
財
産
等
（
負
債
を
含
む
。
）
の
処
分

イウ
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３

（
二
二
）
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南
関
第
五
小
学
校
よ
り
南
関
第
四
小
学
校
に
転
校
し
た
四
津
原
地
区
内
の
児
童
お
よ
び
教

師
の
使
用
す
る
机
、
椅
子
は
、
南
関
町
の
所
有
と
し
、
南
関
第
四
中
学
校
に
対
す
る
三
津
川

地
区
住
民
の
権
利
義
務
は
消
滅
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
南
関
第
四
中
学
校
よ
り
綿
水

中
学
校
に
転
校
す
る
三
津
川
地
区
内
の
生
徒
お
よ
び
教
師
の
使
用
す
る
机
、
椅
子
は
、
玉
名

市
に
移
管
す
る
も
の
と
す
る
。

（
四
） 

 

職
員
の
身
分
取
扱
い

（
五
） 

 

税
の
滞
納
分
お
よ
び
課
税
権
の
継
承

（
六
） 

 

中
学
校
の
委
託
関
係

（
七
） 

 

国
民
健
康
保
険
の
取
扱
い

４ 
 

合
併
時
の
三
役
及
び
正
副
議
長

 
 

一
般
職
員
の
身
分
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。
た
だ
し
職
員
の
所
属
等
に
つ
い
て
は
、
玉
名

市
長
と
の
協
議
に
よ
り
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

三
津
川
地
区
に
対
す
る
地
方
税
（
普
通
税
）
の
徴
収
は
、
境
界
変
更
日
前
日
ま
で
に
納
期

限
が
到
来
し
て
い
る
分
に
つ
い
て
は
南
関
町
が
こ
れ
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

電
気
ガ
ス
税
お
よ
び
煙
草
消
費
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
一
二
月
分
ま
で
南
関
町
が
こ
れ
を

収
入
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

現
在
三
津
川
地
区
よ
り
南
関
第
四
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
生
徒
の
通
学
関
係
に
つ
い
て

は
、
境
界
変
更
後
も
委
託
に
よ
り
現
在
の
と
お
り
通
学
を
認
め
、
委
託
料
に
つ
い
て
は
昭
和

三
〇
年
度
は
こ
れ
を
免
除
す
る
こ
と
と
し
、
三
一
年
度
以
降
は
、
生
徒
数
に
応
じ
必
要
な
経

費
を
委
託
料
と
し
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。

 
 

三
津
川
地
区
被
保
険
者
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、
納
期
限
が
到
来
し
て
い
る
分
（
滞
納
を

含
む
。
）
に
つ
い
て
は
南
関
町
の
収
入
と
し
、
境
界
変
更
前
に
発
生
し
た
保
険
給
付
費
そ
の
他

の
義
務
負
担
に
つ
い
て
は
南
関
町
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。
境
界
変
更
後
の
被
保
険
者
の

権
利
義
務
に
つ
い
て
は
、
玉
名
市
国
民
健
康
保
険
条
例
お
よ
び
玉
名
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

５ 
 

合
併
時
の
関
係
町
村
の
現
況
表

町
村
名

南
関
町

賢
木
村

大
原
村

坂
下
村

米
富
村

　

長
松
岡

卯
吉

正
川

藤
雄

右
山

秀
敏

東
田
勝
太
郎

阪
本

寅
雄

　

助

役

古
賀

国
雄

紫
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